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第 43回日本古武道演武大会
開会式

神道無念流剣術神道夢想流杖術
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ニュース　日本古武道演武大会

　

第
43
回
日
本
古
武
道
演
武
大
会
（
主
催

＝
日
本
武
道
館
、
日
本
古
武
道
協
会
）
が

２
月
２
日
、
古
武
道
35
流
派
234
名
が
集
ま

り
、
２
千
名
の
観
衆
が
見
守
る
中
、
今
年

は
毎
年
会
場
と
な
っ
て
い
る
日
本
武
道
館

が
増
改
修
工
事
の
た
め
、
初
め
て
東
京
武

道
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
で
は
全
国
各
地
に
脈
々
と
受
け
継

が
れ
て
い
る
奥
義
を
各
流
派
が
披
露
。
観

客
は
気
迫
の
こ
も
っ
た
演
武
に
魅
了
さ

れ
、
日
本
古
武
道
の
歴
史
と
伝
統
の
奥
深

さ
に
想
い
を
馳は

せ
た
。

　

午
前
10
時
30
分
よ
り
開
会
式
が
行
わ
れ

た
。
は
じ
め
に
、
三
藤
芳
生
日
本
武
道
館

常
任
理
事
兼
事
務
局
長
・
日
本
古
武
道
協

会
常
任
理
事
が
開
会
を
宣
言
。
国
歌
斉
唱

に
続
い
て
、
高
村
正
彦
日
本
武
道
館
会

長
・
日
本
古
武
道
協
会
会
長
が
主
催
者
挨

拶
に
立
っ
た
。

「
日
本
古
武
道
演
武
大
会
を
全
国
各
地
の

35
流
派
の
皆
さ
ま
の
ご
参
集
の
も
と
、
盛

大
に
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
を
大
変
あ
り

が
た
く
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
が
全
国
各
地

で
そ
れ
ぞ
れ
の
流
派
の
保
存
・
継
承
の
た

め
に
日
夜
努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
古
武
道

は
、
古
い
に
し
えの
武
士
た
ち
が
『
心
技
体
』
を
鍛

為我流派勝新流柔術
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え
る
と
共
に
武
士
道
精
神
の
体
得
の
た
め

に
修
練
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
代
武
道

の
源
流
を
な
す
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
平

成
の
時
代
が
中
学
校
武
道
必
修
化
を
は
じ

め
と
し
て
現
代
武
道
が
復
活
し
た
時
代
で

あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
令
和
の
時
代
は
、
古

武
道
が
国
民
に
広
く
評
価
さ
れ
、
そ
し
て

多
く
の
国
民
が
日
本
の
誇
る
べ
き
文
化
と

し
て
尊
敬
す
る
時
代
に
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
今
日
の
大
会
を
大
成
功
に
導

い
て
い
た
だ
く
た
め
に
皆
さ
ま
の
よ
り
一

層
の
ご
健
闘
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま

す
」

　

続
い
て
大
会
委
員
長
の
臼
井
日
出
男
日

本
武
道
館
理
事
長
・
日
本
古
武
道
協
会
理

事
長
が
挨
拶
し
た
。

「
令
和
の
時
代
に
入
っ
て
初
め
て
の
記
念

す
べ
き
古
武
道
演
武
大
会
に
35
流
派
の
皆

さ
ま
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
盛
大
に
開

催
で
き
ま
す
こ
と
を
大
変
嬉う
れ

し
く
思
い
ま

す
。
本
来
こ
の
行
事
は
日
本
武
道
館
で
開

催
さ
れ
ま
す
が
、
本
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
現

在
増
改
修
工
事
中
で
す
。
や
が
て
皆
さ
ま

に
完
成
し
た
素
晴
ら
し
い
姿
を
披
露
で
き

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ

い
。
日
本
の
武
道
は
国
際
社
会
に
お
い
て

非
常
に
高
い
関
心
を
集
め
て
お
り
ま
す
。

臼井日出男日本武道館理事長
・日本古武道協会理事長

高村正彦日本武道館会長
・日本古武道協会会長

三藤芳生日本武道館常任理事兼事務
局長・日本古武道協会常任理事

ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ

る
武
道
を
海
外
に
発
信
す
る
政
策
と
し
て

「
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
推
進
し
て
お
り

ま
す
。
外
国
の
皆
さ
ん
に
来
日
し
て
い
た

だ
き
、
古
武
道
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の

武
道
を
経
験
し
て
い
た
だ
く
取
組
で
す
。

古
武
道
は
全
国
に
77
流
派
存
在
し
て
い
ま

す
。
こ
の
取
組
は
皆
さ
ま
方
の
力
に
よ
る

と
こ
ろ
も
大
き
い
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
」

　

最
後
に
来
賓
紹
介
と
萩
生
田
光
一
文
部

科
学
大
臣
の
祝
電
が
披
露
さ
れ
、
開
会
式

は
終
了
し
た
。

♢

　

引
き
続
き
、
古
武
道
功
労
者
表
彰
式
が

行
わ
れ
た
。
日
本
古
武
道
協
会
は
、
協
会

加
盟
流
派
の
中
か
ら
古
武
道
の
保
存
・
振

興
に
長
年
寄
与
し
た
個
人
を
毎
年
表
彰
し

て
い
る
。
栄
え
あ
る
令
和
元
年
度
古
武
道

功
労
者
に
は
、
波な
み

止と
め

成し
げ

徳の
り

神し
ん

道ど
う

夢む
そ

想う
り

流ゅ
う

杖じ
ょ

術う
じ
ゅ
つ代
表
と
小お
が

川わ
た

武け
し

神し
ん

道ど
う

無む
ね

念ん
り

流ゅ
う

剣け
ん

術じ
ゅ
つ代

表
が
選
ば
れ
た
。
式
典
で
は
高
村
正
彦
会

長
よ
り
、
光み
つ

廣ひ
ろ

勝か
つ

人と

氏
（
波
止
氏
代
理
）

と
小
川
代
表
に
表
彰
状
と
古
武
道
功
労
章

が
授
与
さ
れ
た
。

（
※
128
・
129
頁
に
功
労
者
の
喜
び
の
声
を
掲

載
）

大会には 2000 名の観客が詰めかけた
古武道功労者表彰

左から小川武代表、高村会長、光廣勝人氏



�

ニュース　日本古武道演武大会

　

演
武
始
め
は
、
小お
が
さ
わ
ら
り
ゅ
う
き
ゅ
う
ば
じ
ゅ
つ

笠
原
流
弓
馬
術
に
よ

る
百も

も々

手て

式し
き

。
本
儀
式
は
祈
願
・
魔
性
退

散
や
祝
事
・
祭
事
の
際
に
行
わ
れ
る
。今
年

は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
成
功
と
日
本
古
武
道
協
会
の
隆
盛
の

祈
願
と
共
に
、昨
年
の
台
風
15
号
・
19
号
の

被
災
地
の
復
興
を
祈
願
し
て
行
わ
れ
た
。

演
武
は
５
名
の
射
手
に
よ
り
順
次
雨
垂
れ

拍
子
に
的
に
向
か
っ
て
矢
が
放
た
れ
た
。

　

次
は
古
武
道
功
労
章
を
受
章
し
た
波
止

成
徳
氏
が
代
表
を
務
め
る
神
道
夢
想
流
杖

術
。
演
武
者
は
連
続
し
て
突
き
や
払
い
な

ど
を
左
右
等
し
く
繰
り
出
し
、
相
手
の
動

き
に
応
じ
た
素
早
い
体
捌さ
ば

き
を
見
せ
、
観

客
も
真
剣
な
様
子
で
演
武
を
見
つ
め
て
い

た
。

　

そ
の
後
も
各
流
派
が
歴
史
の
中
で
継
承

さ
れ
て
き
た
奥
義
を
次
々
と
披
露
す
る
。

　

円え
ん
し
ん
り
ゅ
う
い
あ
い
す
え
も
の
ぎ
り
け
ん
ぽ
う

心
流
居
合
据
物
斬
剣
法
で
は
、
演
武

の
初
め
に
増ま
す

本も
と

孝た
か

和か
ず

五
代
宗
家
が
巻ま
き

藁わ
ら

を

一
刀
両
断
に
す
る
「
十
文
字
」
を
披
露
。

増
本
氏
は
「『
十
文
字
』
で
は
巻
藁
を
切

っ
た
後
、
藁
が
富
士
山
の
形
に
な
る
こ
と

が
理
想
」
と
説
明
し
た
。
こ
の
後
の
演
武

者
も
迫
力
の
あ
る
太
刀
筋
を
披
露
。
増
本

氏
は
流
派
に
つ
い
て
「
本
流
派
は
、
斬
る

技
だ
け
で
な
く
、
突
く
技
も
重
要
視
し
て

い
ま
す
。
形
の
中
に
突
き
技
が
多
く
あ
る

㉕鹿島新當流剣術

㉝小野派一刀流剣術

⑲神道無念流剣術

⑭柳生心眼流體術

（
※
写
真
の
○
数
字
は
演
武
順
）

⑯二刀神影流鎖鎌術
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㉙立身流兵法

㉔氣樂流柔術

⑰天道流薙刀術

①小笠原流弓馬術

こ
と
が
特
徴
で
す
」
と
述
べ
て
い
た
。

　

終
盤
に
は
戸と
だ
は
ぶ
こ
う
り
ゅ
う
な
ぎ
な
た
じ
ゅ
つ

田
派
武
甲
流
薙
刀
術
が
演

武
し
た
。
本
流
派
の
参
加
は
第
33
回
大
会

以
来
10
年
ぶ
り
。
建た
ち

入い
り

久ひ
さ

代よ

宗
家
に
よ
る

と
「
本
流
派
は
戦
国
時
代
か
ら
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
本
来
は
甲か
っ

冑ち
ゅ
うを
着
用
し
て
戦
場

で
薙
刀
を
操
る
こ
と
を
想
定
し
た
武
術
の

た
め
、
威
嚇
の
よ
う
な
掛
け
声
と
共
に
一

方
向
だ
け
で
な
く
様
々
な
方
向
に
激
し
く

技
を
繰
り
出
す
の
が
特
徴
で
す
」
と
い

う
。
そ
の
言
葉
通
り
、
演
武
で
は
力
強
い

掛
け
声
を
響
か
せ
な
が
ら
四
方
八
方
に
素

早
い
体
捌
き
を
披
露
し
た
。

　

演
武
納
め
は
森
も
り
し
げ
り
ゅ
う
ほ
う
じ
ゅ
つ

重
流
砲
術
。
初
め
に

青あ
お
き
た
か
し

木
孝
代
表
師
範
が
、
本
来
、
神
前
・
貴

人
の
前
で
行
う
礼
射
で
あ
る
「
居い
は

放な
し

」
を

披
露
。
続
け
て
短
時
間
に
発
砲
を
繰
り
返

す
「
早は
や
は
な
し放
」、
最
後
に
横
一
線
に
並
ん
だ

７
人
の
演
武
者
が
青
木
代
表
師
範
の
号
令

に
合
わ
せ
防
御
射
撃
を
行
う
「
備そ
な
え
う
ち打」
を

披
露
し
、
全
て
の
演
武
が
終
了
し
た
。
演

武
後
、
会
場
か
ら
感
嘆
の
声
と
割
れ
ん
ば

か
り
の
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
た
。

　

硝
し
ょ
う

煙え
ん

が
立
ち
込
め
る
中
、
内
田
康
介
日

本
古
武
道
協
会
理
事
兼
事
務
局
長
が
閉
会

を
宣
言
し
、大
会
は
盛
会
裏
に
終
了
し
た
。
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㉒野田派二天一流剣術

③兵法タイ捨流

㉑直心影流薙刀術

②神道夢想流杖術

④澁川流柔術

㉓尾張貫流槍術
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⑥初實剣理方一流剣術

⑨貫心流居合術 ⑤水鷗流居合剣法・正木流鎖鎌術

㉖荒木流軍用小具足 ㉛鐘捲流抜刀術

㉜和道流柔術拳法 ⑩雲弘流剣術

⑪宝蔵院流高田派槍術
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⑬竹内流柔術日下捕手開山⑳大東流合気柔術琢磨会

㉘長谷川流和術

㉚戸田派武甲流薙刀術

⑦金硬流唐手・沖縄古武術

⑫卜傳流剣術
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⑮鹿島神傳直心影流剣術

㉗糸洲流空手

⑱円心流居合据物斬剣法

㉟森重流砲術大会会場となった東京武道館

⑧心月無想柳流柔術
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出
場
流
派
・
演
武
者
一
覧
（
演
武
順
）

①
小
笠
原
流
弓
馬
術

小
笠
原
清
忠
、
小
笠
原
清
基
、
鎌
形
佐
知

夫
、
星
野
達
郎
、
田
丸
達
男
、
佐
藤
昌
二
、

飯
島
陽
一
、星
野
真
理
子
、宇
田
川
照
子
、

鎌
形
雅
子

②
神
道
夢
想
流
杖
術

齋
藤
勝
彦
、
庄
子
都
代
子
、
小
橋
進
、
関

展
秀
、
田
中
慎
一
郎
、
河
村
豪
祐

③
兵
法
タ
イ
捨
流

上
原
エ
リ
子
、
山
本
隆
博
、
田
添
信
一
郎

④
澁
川
流
柔
術

𠮷
野
明
嗣
、
村
井
道
由
、
東
英
章
、
南
谷

洋
行

⑤
水
鷗
流
居
合
剣
法
・
正
木
流
鎖
鎌
術

勝
瀬
善
光
、
勝
瀬
文
孝
、
深
澤
博
之
、
池

田
育
生

⑥
初
實
剣
理
方
一
流
剣
術

植
月
求
、
植
月
重
幸
、
正
木
英
登

⑦
金
硬
流
唐
手
・
沖
縄
古
武
術

早
坂
ゆ
か
り
、
早
坂
義
文
、
大
村
朝
洋
、

江
幡
妙
子
、
佐
々
木
透

⑧
心
月
無
想
柳
流
柔
術

岩
永
源
三
郎
、吉
岡
勝
子
、桑
波
田
秀
祐
、

八
島
和
雄
、井
上
優
一
郎
、奥
村
宗
一
郎
、

仲
尾
昭
二
、
石
津
圭
広
、
山
本
公
子

⑨
貫
心
流
居
合
術

松
本
秀
邦
、
安
達
喜
久
雄
、
守
山
健
三
、

米
山
正
行
、
桐
山
優
子
、
上
田
峻
平

⑩
雲
弘
流
剣
術

井
上
弘
道
、
井
上
照
貴

⑪
宝
蔵
院
流
高
田
派
槍
術

一
箭
順
三
、
美
馬
博
幸
、
粕
井
隆
、
土
屋
明

洋
、
尾
野
好
司
、
高
橋
英
樹
、
若
林
幹
雄
、

西
本
昌
永
、
長
田
眞
男
、
船
谷
哲
司

⑫
卜
傳
流
剣
術

小
山
秀
弘
、
小
山
隆
秀
、
小
山
花
恵
、
小
山

秀
晃

⑬
竹
内
流
柔
術
日
下
捕
手
開
山

竹
内
藤
一
郎
、
竹
内
久
朋
、
長
尾
春
義
、
氏

房
功
、
八
木
隆
志

⑭
柳
生
心
眼
流
體
術

梶
塚
靖
司
、
寺
久
保
敦
也
、
小
林
茂
雄
、
高

橋
慶
太
、
谷
野
文
弥
、
坂
本
哲
朗
、
吉
岡
一

紀
、
佐
藤
匡
生
、
前
田
樹
里
、
藤
澤
勝
也

⑮
鹿
島
神
傳
直
心
影
流
剣
術

岩
佐
勝
、
若
林
悟
、
中
平
尊
、
藤
原
佳
太

⑯
二
刀
神
影
流
鎖
鎌
術

島
村
収
、
細
川
隆
、
小
松
英
正
、
森
本
誠

⑰
天
道
流
薙
刀
術

木
村
恭
子
、
針
本
佳
世
子
、
佐
藤
孝
子
、
田

室
美
知
子
、
浦
部
育
子
、
廣
瀬
幸
子
、
頴
原

和
代
、
福
田
啓
子
、
玉
置
捷
子
、
和
田
久
代
、

熊
澤
八
穂
、
野
崎
恵
美
、
酒
井
美
幸
、
近
藤

圭
恵
、
細
井
優
子
、
木
村
有
里
、
小
嶋
弘
美

⑱
円
心
流
居
合
据
物
斬
剣
法

増
本
孝
和
、
高
槻
幸
雄
、
山
村
行
仁
、
北
野

光
一
、
梅
田
こ
ず
え
、
松
田
純
、
川
岸
正

三
郎
、
小
畑
慶
幸

⑲
神
道
無
念
流
剣
術

小
川
武
、
中
島
宏
之
、
萩
崎
昭
、
中
舘
秀

光
、
落
合
毅
、
土
屋
正
則
、
牧
戸
昌
邦
、

玉
根
純
也
、
山
谷
怜
子
、
中
野
雅
浩
、
中

村
唯

⑳
大
東
流
合
気
柔
術
琢
磨
会

森
恕
、
三
木
清
明
、
槇
原
恒
夫
、
藤
江
美
智

雄
、
谷
井
健
一
、
駒
井
健
太
郎
、
立
花
亘

㉑
直
心
影
流
薙
刀
術

関
根
惠
兒
、
伊
原
啓
子
、
池
谷
さ
ち
子
、
山

口
三
千
子
、
板
垣
カ
ヨ
子
、
西
郷
恵
子
、
松

岡
陽
子
、関
久
代
、渋
谷
桂
子
、伊
原
曜
子
、

大
石
洋
子
、
谷
口
克
美
、
杉
本
恵
子

㉒
野
田
派
二
天
一
流
剣
術

荒
木
章
博
、
大
群
和
史

㉓
尾
張
貫
流
槍
術

加
藤
伊
三
男
、
神
戸
信
夫
、
下
村
幸
裕
、

下
村
直
樹
、
赤
羽
根
大
介
、
森
治
紀
、
新

垣
ダ
ニ
エ
ル
、
神
原
会
弥
、
山
内
一
統
、

木
村
凌
弥
、
福
島
宝
寿

㉔
氣
樂
流
柔
術

飯
嶌
文
夫
、
飯
嶌
雅
史
、
飯
嶌
幸
、
川
島
輝

之
、
反
町
明
大
、
大
塚
良
太
郎
、
船
田
清

㉕
鹿
島
新
當
流
剣
術

今
井
淳
也
、
小
松
崎
政
史
、
横
尾
廣
美
、

内
田
嘉
昭
、
橋
本
大

㉖
荒
木
流
軍
用
小
具
足

豊
田
良
樹
、
千
葉
明
、
栗
林
征
喜
、
戸
叶

秀
俊
、
坂
本
浩
一
、
片
桐
克
彦
、
河
野
真

一
、
浅
輪
晃
一
、
鶴
岡
嘉
治
、
鶴
岡
優
子
、

高
橋
杏
奈
、
鈴
木
優
輔

㉗
糸
洲
流
空
手

坂
上
節
明
、
楠
原
清
誌

㉘
長
谷
川
流
和
術

桑
原
巡
、
逸
見
彰
一
、
宮
下
邦
博
、
石
原

賢
一
、
倉
田
勝
己
、
小
野
晴
佳

㉙
立
身
流
兵
法

加
藤
紘
、
加
藤
敦
、
齊
藤
勝
、
江
尻
裕
介
、

圖
司
行
克
、八
角
敏
正
、山
﨑
恒
弥
、渡
辺

紳
一
、桒
原
実
、梅
谷
咲
太
郎
、大
畑
勇
気

㉚
戸
田
派
武
甲
流
薙
刀
術

建
入
久
代
、
介
川
隼
人

㉛
鐘
捲
流
抜
刀
術

楢
原
弘
之
、
柚
木
一
男
、
河
野
広
司

㉜
和
道
流
柔
術
拳
法

大
塚
博
紀
、
寺
田
英
視
、
坂
巻
明
、
押
田

良
光
、
井
上
義
孝
、
金
澤
紀
代
子
、
三
田

篤
、
マ
ル
コ
・
ブ
ル
サ
ー
チ
、
ロ
ヒ
ヤ
・

フ
ァ
ン
デ
ル
・
フ
ェ
ル
デ

㉝
小
野
派
一
刀
流
剣
術

矢
吹
裕
二
、
石
崎
徹
、
庄
嶋
卓
司
、
中
山

竜
一

㉞
為
我
流
派
勝
新
流
柔
術

根
本
憲
一
唯
之
、谷
啓
二
、大
和
久
正
幸
、

村
木
浩
治
、
沢
幡
伸
男
、
坪
田
敏
成

㉟
森
重
流
砲
術

青
木
孝
、
角
替
進
、
斉
藤
一
博
、
片
山
直

巳
、
石
井
和
己
、
市
川
恵
一
、
佐
野
翔
平
、

小
林
透
、
芦
川
正
彦

　
　
　
　
　
（
以
上
35
流
派
、敬
称
略
）



��

 
大
会
の
模
様
をY

ouTube

で
ラ
イ
ブ
配
信

　

本
大
会
の
模
様
は
、
動
画
配
信
サ
イ
ト

Y
ouTube

の
「【
公
式
】
公
益
財
団
法
人

日
本
武
道
館
」
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
ラ
イ
ブ
配

信
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
来
場
で
き
な

い
方
々
も
当
日
の
様
子
を
視
聴
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

本
大
会
に
お
け
る
視
聴
回
数
は
合
計
１

万
５
４
１
７
件
に
上
っ
た
（
令
和
２
年
２

月
17
日
９
時
現
在
）。

　

日
本
武
道
館
は
、
本
大
会
の
ラ
イ
ブ
配

信
を
ま
と
め
た
動
画
を
本
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

公
開
す
る
予
定
。
ラ
イ
ブ
配
信
は
今
後
の

武
道
大
会
等
で
も
行
い
、
武
道
の
普
及
や

情
報
発
信
に
活
用
す
る
。

（「【
公
式
】
公
益
財
団
法
人
日
本
武
道

館
」
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ご
視
聴
の
方

は
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
く
だ

さ
い
）

大会当日にライブ配信された映像

˝ύιίϯͰࢹௌ͞れるํはͪ͜ら

˝εϚʔτϑΥϯͰࢹௌ͞れるํはͪ͜ら

IUUQT���XXX�ZPVUVCF�DPN�DIBOOFM�

6$F�'&�D�M&5UHJ�;�YTF(3H�

GFBUVSFE

心ٕମ ਓをҭͯΔ૯߹ࢽ



��

ʪࠂ޿ʫ

好評発༸中

（ 

四
六
判
・
上
製
・
̎
̕
̒
頁 

）



��

ʪࠂ޿ʫ

日本武道館発行の単行本

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

ɺͳͥ武道͔ࠓ
―文化と伝統を問うー

தଜ ຽ༤ 著
෱ౡ大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

武道に͓͚Δ
　　　਎ମͱ心

લྛ ਗ਼࿨ 著
ਆށ学Ӄ大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

！
介
紹
を
貌
全
の
流
古
で
料
資
な
富
豊
と
真
写
の
枚
０
０
０
２
る
よ
に
材
取
接
直

行
知

　瀬
横
家
究
研
術
武
流
古

著

日本の古武道には長い歴史と伝統があり、流祖に始ま
る一子相伝の脈々たる生命の大河を貫く知恵と経験が
一つの見事な体系となって現代に伝えられている。

（ Ｂ５判・上製・箱入・462 頁 ）
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平
成
22
年
度
に
現
行
の
学
習
指
導
要
領

に
対
応
し
て
始
ま
っ
た
全
国
剣
道
指
導
者

研
修
会
は
、
中
学
校
武
道
必
修
化
の
充
実

に
向
け
、
全
国
の
中
学
校
で
剣
道
の
導
入

お
よ
び
効
果
的
な
指
導
が
展
開
さ
れ
る
よ

う
、
主
に
中
学
校
の
教
員
（
保
健
体
育
科

及
び
他
教
科
）
を
対
象
に
開
催
さ
れ
、
今

年
度
で
10
年
目
を
迎
え
た
。

　

全
国
９
ブ
ロ
ッ
ク
の
う
ち
、
毎
年
５
カ

所
で
実
施
さ
れ
て
き
た
本
研
修
会
は
、
今

年
度
分
を
す
べ
て
終
了
。
こ
れ
を
も
っ
て

全
国
47
都
道
府
県
す
べ
て
で
実
施
さ
れ
た

こ
と
に
な
り
、
全
国
の
中
学
校
教
員
に
共

通
し
た
指
導
法
が
教
示
さ
れ
た
。

　

研
修
会
で
は
、
講
師
た
ち
が
共
通
理
解

を
も
っ
て
、
剣
道
具
や
竹
刀
を
使
わ
な
く

全
国
剣
道
指
導
者
研
修
会
が
10
年
の
節
目
迎
え
る

参
加
者
延
べ
３
８
０
０
名
、
来
年
度
か
ら
次
期
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
て
東
西
２
ブ
ロ
ッ
ク
で
実
施

て
も
剣
道
の
動
作
や
特
性
を
体
験
で
き
る

「
楽
し
い
動
機
付
け
」
や
「
剣
道
に
必
要

な
動
き
づ
く
り
」、「
音
楽
を
活
用
し
た
授

業
例
」（
リ
ズ
ム
剣
道
）
な
ど
、楽
し
く
、

効
果
が
上
が
る
授
業
例
を
紹
介
。
参
加
者

も
延
べ
３
８
０
０
名
に
達
し
た
。

　

来
年
度
か
ら
は
東
西
２
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

け
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
、
中
学
校
武
道

必
修
化
の
さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
て
、
剣

道
指
導
者
の
資
質
向
上
を
目
指
す
。

◇

　

平
成
22
年
度
か
ら
本
研
修
会
の
講
師
を

務
め
る
、
軽か
る

米こ
め

満み
つ

世よ

全
日
本
剣
道
連
盟
常

任
理
事
と
佐さ

藤と
う

義よ
し

則の
り

全
日
本
学
校
剣
道
連

盟
常
任
理
事
に
10
年
間
の
歩
み
と
、
次
年

度
の
目
標
を
伺
っ
た
。

　

中
学
校
武
道
必
修
化
の
充
実
に
向
け
て
、
平
成
22
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
き
た
全

国
剣
道
指
導
者
研
修
会
（
主
催
＝
日
本
武
道
館
、
全
日
本
剣
道
連
盟
、
全
日
本
学
校

剣
道
連
盟
）
は
、
今
年
度
（
令
和
元
年
度
）
で
10
年
目
を
迎
え
た
。
今
年
度
を
も
っ

て
47
都
道
府
県
す
べ
て
で
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
保
健
体
育
科
教
員
を
中
心
に
、
延

べ
３
８
０
０
名
に
上
っ
た
。
来
年
度
か
ら
は
東
西
２
ブ
ロ
ッ
ク
で
次
期
学
習
指
導
要

領
に
準
じ
て
実
施
し
、
内
容
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

新聞紙切り：剣道授業における楽しい動機付け
（剣道の要素を感じ取らせる遊びの体験）

竹刀を用いた「打ち方と打たせ方」：
剣道具のない授業例⑵手刀による送り足：剣道に必要な動きづくり
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道
連
盟
、
主
管
学
校
剣
道
連
盟
に
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
必
修
化
実
施
当
初
の
参
加

者
の
感
想
は
『
剣
道
具
が
な
い
』『
指
導

者
が
い
な
い
』
と
い
っ
た
も
の
で
し
た
。

こ
れ
ら
を
参
考
に
ど
の
学
校
で
も
実
践
で

き
る
よ
う
、
内
容
を
見
直
し
ま
し
た
。
最

近
は
『
深
い
学
び
を
実
現
す
る
た
め
に
グ

ル
ー
プ
学
習
の
授
業
例
が
参
考
に
な
っ

た
』『
授
業
が
楽
し
く
、
高
校
で
剣
道
部

に
入
る
生
徒
が
い
る
』
な
ど
の
声
が
上
が

っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
授
業
の
質
を
上
げ

る
こ
と
が
講
師
陣
と
し
て
の
課
題
で
す
」

◎
佐さ

藤と
う

義よ
し

則の
り

全
日
本
学
校
剣
道
連
盟
常
任
理
事

と
思
い
ま
す
。
来
年
度
か
ら
は
東
西
２
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
ま
す
が
、
次
期
学
習
指

導
要
領
に
沿
い
な
が
ら
、
今
ま
で
の
10
年

間
の
積
み
重
ね
を
踏
ま
え
て
、
進
化
さ
せ

て
い
き
た
い
で
す
」

「
こ
の
研
修
会
を
通

し
て
『
剣
道
は
難
し

い
』
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
は
取
り
払
わ
れ
た

◎
軽か
る

米こ
め

満み
つ

世よ

全
日
本
剣
道
連
盟
常
任
理
事

「
こ
の
研
修
会
を
続

け
て
こ
ら
れ
た
こ
と

に
対
し
、
日
本
武
道

館
、
各
都
道
府
県
剣

■
１
日
目

▽
講
義
「
中
学
校
保
健
体
育
に
お
け
る
武
道

（
剣
道
）
の
学
習
に
つ
い
て
」「
安
全
指
導
に

つ
い
て
」「
体
罰
・
暴
力
に
よ
ら
な
い
指
導
」

▽
剣
道
授
業
実
践
発
表

▽『
中
学
校
武
道
必
修
化
指
導
書
』Ｄ
Ｖ
Ｄ「
武

道
編
」
視
聴

▽
実
技
１
「
剣
道
授
業
に
お
け
る
楽
し
い
動

機
付
け
」

▽
実
技
１
―
２「
剣
道
に
必
要
な
動
き
づ
く
り
」

▽
実
技
２
「
剣
道
具
の
な
い
授
業
例
⑴
」（
礼

法
〔
所
作
・
基
本
動
作
〕、
木
刀
に
よ
る
授

業
例
：
木
刀
に
よ
る
剣
道
基
本
技
稽
古
法

基
本
１
〜
５
の
一
斉
指
導
、
木
刀
に
よ
る

剣
道
基
本
技
稽
古
法
の
グ
ル
ー
プ
学
習
法
）

▽
研
究
協
議
「
剣
道
授
業
の
現
状
と
課
題
」

■
２
日
目

▽
実
技
３
「
剣
道
具
の
な
い
授
業
例
⑵
」（
竹

刀
に
よ
る
授
業
例
：
相
手
の
動
き
に
応
じ

た
基
本
動
作
）

▽
実
技
３
―
２
「
剣
道
具
の
な
い
授
業
例
⑶
」

（
音
楽
を
活
用
し
た
授
業
例
：
リ
ズ
ム
剣
道
）

▽
実
技
４
「
剣
道
具
の
あ
る
授
業
例
⑴
」（
剣

道
具
の
段
階
的
着
装
と
結
束
、
基
本
と
な

る
技
の
段
階
的
な
指
導
：
相
手
の
動
き
に

応
じ
た
基
本
動
作
、
ご
く
簡
単
な
試
合
Ⅰ
：

し
か
け
技
に
よ
る
判
定
試
合
〔
正
面
、
小

手
、
胴
〕）

▽
実
技
５
「
剣
道
具
の
あ
る
授
業
例
⑵
」（
応

じ
技
〔
抜
き
技
：
面
抜
き
胴
〕、
ご
く
簡
単

な
試
合
Ⅱ
：
応
じ
技
に
よ
る
判
定
試
合
、

約
束
練
習
、
自
由
練
習
、
簡
易
な
試
合
〔
ポ

イ
ン
ト
制
の
試
合
〕、
剣
道
具
の
結
束
）

▽
指
導
と
評
価

【
令
和
元
年
度
全
国
剣
道
指
導
者
研
修
会
の
内
容
】

年度 日程 開催地 開催場所 人数
平
成
22
年
度
（
２
０
１
０
）

８月28日・29日 静岡県藤枝市 静岡県武道館 77
９月11日・12日 北海道札幌市 NTT北海道セミナーセンタ 71
10月16日・17日 福岡県福岡市 福岡県立スポーツ科学情報センター 73
10月30日・31日 岩手県盛岡市 岩手県営武道館 81
11月13日・14日 東京都千代田区 明治大学駿河台校舎リバティタワー 78

平
成
23
年
度
（
２
０
１
１
）

10月15日・16日 徳島県徳島市 徳島市立徳島中学校体育館 75
10月29日・30日 奈良県奈良市 奈良市中央武道場 79
11月５日・６日 長野県坂城町 坂城町文化センター体育館 74
12月３日・４日 広島県福山市 福山市緑町公園屋内競技場 78
１月28日・29日 兵庫県姫路市 兵庫県立武道館 78

平
成
24
年
度
（
２
０
１
２
）

９月15日・16日 北海道札幌市 NTT北海道セミナーセンタ 56
９月29日・30日 三重県松阪市 中京大学体育館 82
10月27日・28日 千葉県勝浦市 日本武道館研修センター 78
11月17日・18日 秋田県秋田市 秋田県立武道館 79
１月19日・20日 鹿児島県鹿児島市 鹿児島アリーナ 79

平
成
25
年
度
（
２
０
１
３
）

10月13日・14日 高知県高知市 高知県立高知工業高等学校 73
10月19日・20日 新潟県上越市 上越市教育プラザ 83
11月30日・12月１日 山口県山口市 維新百年記念公園スポーツ文化センター 81
２月８日・９日 神奈川県横浜市 横浜市立港中学校 45
２月22日・23日 長崎県長崎市 長崎県立総合体育館サブアリーナ 76

平
成
26
年
度
（
２
０
１
４
）

９月13日・14日 北海道札幌市 NTT北海道セミナーセンタ 62
９月27日・28日 岐阜県岐阜市 岐阜メモリアルセンター 86
10月25日・26日 埼玉県熊谷市 埼玉県立熊谷女子高等学校 74
11月15日・16日 青森県弘前市 青森県武道館 80
１月31日・２月１日 兵庫県姫路市 兵庫県立武道館 80

年度 日程 開催地 開催場所 人数
平
成
27
年
度
（
２
０
１
５
）

10月24日・25日 愛媛県松山市 伊予市立伊予中学校 67
10月31日・11月１日 群馬県前橋市 群馬県総合スポーツセンター 89
11月21日・22日 島根県松江市 島根県立武道館 75
12月19日・20日 滋賀県大津市 滋賀県立武道館 81
３月５日・６日 福井県福井市 福井県立武道館 75

平
成
28
年
度
（
２
０
１
６
）

10月22日・23日 愛知県名古屋市 愛知県武道館 81
10月29日・30日 富山県砺波市 庄川体育センター 86
11月19日・20日 鳥取県米子市 鳥取県立武道館 75
11月26日・27日 宮城県仙台市 宮城県武道館 78
１月28日・29日 宮崎県宮崎市 宮崎県体育館 86

平
成
29
年
度
（
２
０
１
７
）

10月21日・22日 香川県高松市 香川県立武道館 73
11月11日・12日 栃木県小山市 白鷗大学 79
11月25日・26日 福島県福島市 あづま総合体育館 81
12月２日・３日 京都府京都市 京都市武道センター 78
２月17日・18日 大分県別府市 別府市民体育館 71

平
成
30
年
度
（
２
０
１
８
）

10月13日・14日 佐賀県佐賀市 佐賀県総合体育館 75
11月17日・18日 沖縄県那覇市 沖縄県立武道館 52
11月24日・25日 岡山県総社市 サントピア岡山総社 80
12月１日・２日 茨城県水戸市 茨城県武道館 83
１月19日・20日 和歌山県和歌山市 和歌山ビッグウエーブ 77

令
和
元
年
度
（
２
０
１
９
）

10月５日・６日 大阪府大阪市 大阪府立東淀川高等学校 79
10月19日・20日 石川県金沢市 石川県立武道館 85
11月16日・17日 山梨県甲府市 山梨県小瀬スポーツ公園武道館 67
11月30日・12月１日 山形県上山市 三友エンジニア体育文化センター 80
１月25日・26日 熊本県熊本市 熊本市総合体育館・青年会館 77

全国剣道指導者研修会開催一覧
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四
六
判
・
上
製
・
３
４
６
頁
・
本
体
２
４
０
０
円
＋
税

四
六
判
・
上
製
・
３
４
６
頁
・
本
体
２
４
０
０
円
＋
税
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ニュース　少林寺拳法師家承継　祝宴

■
少
林
寺
拳
法
師
家
承
継
式

　

午
前
10
時
よ
り
香
川
県
多た

度ど

津つ

町
の
金

剛
禅
総
本
山
少
林
寺
で
新
春
恒
例
の
法
会

に
続
き
、
少
林
寺
拳
法
師
家
承
継
式
が
執

り
行
わ
れ
た
。
本
堂
と
講
堂
に
集
ま
っ
た

約
１
５
０
０
名
が
見
守
る
中
、
法
具
（
絡ら
く

子す

・
念ね
ん

珠じ
ゅ

・
霊れ
い

符ふ

・
印い
ん

璽じ

〔
師
家
印
〕）

の
承
継
の
後
、
親
子
な
ら
び
に
高
段
位
の

修
行
者
に
よ
る
演
武
奉
納
が
行
わ
れ
た
。

　

宗
昂
馬
第
三
世
師
家
は
、
師
家
就
任
挨

拶
で
「
人
々
に
生
き
る
力
と
勇
気
を
も
た

ら
し
、
社
会
に
希
望
と
幸
せ
を
も
た
ら
す

た
め
、
運
動
の
先
頭
に
立
っ
て
、
グ
ル
ー

プ
全
て
の
同
志
の
精
神
的
支
柱
と
な
る
よ

う
精
進
し
ま
す
」
と
力
強
く
決
意
を
述
べ

た
。

■
少
林
寺
拳
法
師
家
承
継　

祝
宴

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
オ
ー
ク
ラ
ホ
テ
ル

丸
亀
で
祝
宴
が
行
わ
れ
、「
多
度
津
京
極

少
林
寺
拳
法
太
鼓
」
で
幕
を
開
け
た
。

　

本
年
１
月
１
日
、
少
林
寺
拳
法
グ
ル
ー
プ
は
、
宗そ
う

道ど
う

臣し
ん

初
代
師
家
以
来
の
法
統
を

宗そ
う

由ゆ
う

貴き

第
二
世
師
家
か
ら
受
け
継
い
だ
宗そ
う

昂こ
う

馬ま

氏
が
第
三
世
師
家
に
就
任
し
た
。
承

継
が
生
前
に
行
わ
れ
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
40
年
ぶ
り
に
グ
ル
ー
プ
の
代
表
が

交
代
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
１
月
12
日
、
少
林
寺
拳
法
師
家
承
継
式
が
金
剛
禅
総
本
山
少
林
寺

に
お
い
て
約
１
５
０
０
名
、
祝
宴
が
オ
ー
ク
ラ
ホ
テ
ル
丸
亀
に
お
い
て
約
200
名
が
列

席
し
、
開
催
さ
れ
た
。

40 年ぶりに
少林寺拳法グループ代表が交代

◆
少
林
寺
拳
法
師
家
と
は

　

師し

家け

と
は
、
社
会
貢
献
を
目
的
と
す

る
少
林
寺
拳
法
の
運
動
を
広
め
る
た

め
、
全
国
の
指
導
者
に
と
っ
て
の
精
神

的
支
え
と
な
り
、
開
祖
・
宗
道
臣
の
志

を
未
来
へ
繋つ
な

い
で
い
く
要
と
な
る
た
だ

一
人
の
最
高
指
導
者
。

　

少
林
寺
拳
法
師
家
の
承
継
が
生
前
に

行
わ
れ
る
の
は
今
回
、初
め
て
と
な
る
。

　

宗
由
貴
第
二
世
師
家
は
配
布
さ
れ
た

資
料
で
「
師
家
は
終
身
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
自
分
が
ま
だ
や
れ
る
か
ら
！
で

は
い
け
な
い
。（
中
略
）
若
い
世
代
に

は
少
林
寺
拳
法
と
い
う
素
材
を
ア
レ
ン

ジ
し
、
進
化
さ
せ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い

で
ほ
し
い
で
す
」
と
語
っ
て
い
る
。

宗昂馬第三世師家 宗由貴第二世師家

発祥の地・香川県多度津で師家承継式を挙行
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ま
ず
大
澤
隆
金
剛
禅
総
本
山
少
林
寺
管

長
が
発
起
人
挨
拶
を
述
べ
、
師
家
承
継
に

ま
つ
わ
る
映
像
が
上
映
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
張
ち
ょ
う
ぎ
ょ
く
へ
い

玉
萍
中
華
人
民
共
和
国
駐

大
阪
総
領
事
館
副
総
領
事
が
祝
辞
を
述
べ

た
。
引
き
続
き
、
鏡
開
き
が
行
わ
れ
、
小

山
勇
愛
知
県
少
林
寺
拳
法
連
盟
会
長
（
中

日
新
聞
社
常
任
顧
問
）
の
発
声
で
祝
杯
を

あ
げ
た
。
歓
談
に
移
り
、
由
貴
第
二
世
師

家
が
昂
馬
第
三
世
師
家
と
と
も
に
招
待
者

の
テ
ー
ブ
ル
を
回
り
、
御
礼
を
述
べ
、
紹

介
を
兼
ね
て
言
葉
を
交
わ
し
た
。

◇

　

１
９
８
０
年
の
宗
道
臣
開
祖
の
急
逝
に

伴
い
、
由
貴
氏
が
第
二
世
師
家
を
承
継
し

て
以
来
、
開
祖
の
孫
で
あ
る
昂
馬
氏
が
今

回
40
年
ぶ
り
に
第
三
世
を
承
継
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

昂
馬
氏
は
師
家
を
受
け
継
い
だ
こ
と
で

少
林
寺
拳
法
グ
ル
ー
プ
の
代
表
と
な
り
、

同
時
に
一
般
社
団
法
人SHO

RIN
JI 

K
EM

PO
 U

N
ITY

代
表
理
事
、
少
林
寺

拳
法
世
界
連
合
会
長
に
就
任
し
た
。
こ
れ

を
受
け
、
40
年
に
わ
た
り
世
界
40
カ
国
に

広
が
っ
た
少
林
寺
拳
法
グ
ル
ー
プ
を
率
い

て
き
た
由
貴
氏
は
、
グ
ル
ー
プ
の
相
談
役

と
し
て
、
今
後
、
昂
馬
氏
の
サ
ポ
ー
ト
に

ま
わ
る
こ
と
と
な
る
。

大澤隆
金剛禅総本山
少林寺管長

張玉萍
中華人民共和国

駐大阪総領事館副総領事

ୈࢣੈࡾ家ɹफ߉അࢯͷ
ϓϩϑΟーϧ

　1985 年 1 月、宗由貴氏の次男として生まれる。
　高校卒業後、2003 年 4 月にイギリスに語学留
学。その後、アメリカに渡りペンシルベニアに 3
年半留学し、2006 年４月に帰国。
　2009 年 4 月より少林寺拳法グループ各法人・団
体に移籍し現在に至る。
　2020 年 1 月 1 日、宗由貴第二世師家より少林寺
拳法師家を承継し、第三世師家となる。

宗昂馬第三世師家（左から 4人目）を囲んで

祝宴では「多度津京極少林寺拳法太鼓」が披露された

列席者に挨拶をする宗昂馬第三世師家（中央）

父
： 

非
常
に
緊
張
し
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う

な
記
念
す
べ
き
日
に
親
子
で
演
武
で
き

た
こ
と
は
、
一
生
の
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
。

子
： 

緊
張
し
て
少
し
失
敗
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ど
ん
な
時
に
も
最
高
の
演
武
が
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

見
事
な
親
子
演
武
で
大
役
を
果
た
す

伊藤和明中拳士三段（右）
と伊藤歩准拳士初段
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税
＋
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
  翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

ɺͳͥ武道͔ࠓ
―文化と伝統を問うー

தଜ ຽ༤ 著
෱ౡ大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

（ Ｂ５判・上製・箱入・526 頁 ）
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ニュース　中学校武道授業推進特別研修会（少林寺拳法）

●
開
講
式

　

倉く
ら

本も
と

亘の
ぶ

康や
す

一
般
財
団
法
人
少
林
寺
拳
法

連
盟
振
興
普
及
部
次
長
か
ら
、
日
本
を
取

り
巻
く
国
際
情
勢
や
取
り
組
む
べ
き
課
題

の
ほ
か
、
武
道
授
業
へ
の
連
盟
の
関
わ
り

方
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

●
講
義
１

　

中な
か

島じ
ま

正ま
さ

樹き

講
師
が
、
本
研
修
会
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
概
要
や
中
学
校
武
道
授
業
の
最
新

情
報
、
武
道
モ
デ
ル
推
進
校
で
の
活
動
状

況
な
ど
に
つ
い
て
講
義
を
行
っ
た
。

　

今
後
は
地
域
へ
の
支
援
強
化
や
要
望
に

応
え
て
い
け
る
よ
う
、
更
に
研
修
内
容
を

精
査
し
て
い
く
と
展
望
を
述
べ
た
。

●
特
別
講
義
１
・
２

　

元
早
稲
田
大
学
少
林
寺
拳
法
部
監
督

で
、
現
役
の
公
立
中
学
校
長
が
特
別
講
師

と
し
て
講
義
と
実
技
を
行
っ
た
。

　

特
別
講
師
は
、
新
学
習
指
導
要
領
の
解

説
を
通
し
て
、
中
学
校
武
道
教
育
の
総
論

と
評
価
基
準
な
ど
を
丁
寧
に
説
明
。
少
林

寺
拳
法
は
一
貫
性
の
中
で
必
要
性
の
伴
う

動
き
で
あ
れ
ば
、
比
較
的
単
純
で
実
用
性

が
高
く
、
武
道
授
業
に
採
択
さ
れ
や
す
い

と
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
短
時
間
で
効
率
よ

く
指
導
す
る
た
め
に
、
指
導
内
容
を
欲
張

ら
な
い
こ
と
が
重
要
と
説
明
し
た
。

　

ま
た
、
①
体
ほ
ぐ
し
運
動
を
行
う
際
、

少
林
寺
拳
法
の
動
き
に
つ
な
が
る
動
作
を

混
ぜ
る
、
②
柔
法
で
相
手
の
手
首
を
摑つ
か

む

動
作
の
際
、
生
徒
の
抵
抗
感
を
減
ら
す
た

め
に
、
お
互
い
の
手
首
を
握
り
バ
ラ
ン
ス

を
と
る
ゲ
ー
ム
を
取
り
入
れ
る
―
―
な

ど
と
具
体
的
に
指
導
し
た
。

　

次
の
授
業
ま
で
に
相
手
に
手
首
を
持
た

れ
た
時
の
対
処
法
を
生
徒
に
考
え
さ
せ
、

　

第
３
回
中
学
校
武
道
授
業
推
進
特
別
研
修
会
（
主
催
＝
少
林
寺
拳
法
連
盟
）
が
、
１

月
25
日
・
26
日
の
２
日
間
、
少
林
寺
拳
法
東
京
研
修
セ
ン
タ
ー
に
全
国
か
ら
32
名
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

本
研
修
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
委
託
事
業
で
あ
る
﹁
武
道
等
指
導
充
実
・
資
質
向
上
支

援
事
業
﹂
と
し
て
、
各
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
や
学
校
と
都
道
府
県
少
林
寺
拳
法
連

盟
（
武
道
団
体
）
が
連
携
し
、
保
健
体
育
科
教
員
や
外
部
指
導
者
の
資
質
向
上
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
た
。

効果的な授業づくりを研究　
中学校武道授業推進特別研修会

　少林寺拳法の採択に向け

　

■
１
日
目
（
１
月
25
日
）
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教具を使用した指導法の様子

班ごとに授業採択に向けた課題を討議する参加者

週
1
回
の
武
道
授
業
（
計
４
時
間
想
定
）

を
「
反
転
学
習
」
と
捉
え
れ
ば
、
実
質
的

に
１
カ
月
に
わ
た
っ
て
少
林
寺
拳
法
を
意

識
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
し
た
。

●
講
義
討
議
１

　

安や
す

田だ

智と
し

幸ゆ
き

講
師
が
、
少
林
寺
拳
法
が
授

業
採
択
に
至
る
ま
で
の
高
知
県
連
盟
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
た
。
そ
の
後
、
参
加
者

を
班
分
け
し
、
採
択
に
向
け
て
の
方
策
や

課
題
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
討
議
し
た
。

●
調
息
法
〜
授
業
で
の
活
用
〜

　

合ご
う

田だ

雅ま
さ

彦ひ
こ

講
師
が
、
授
業
に
集
中
し
て

取
り
組
む
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
「
調
息

法
」
や
、
場
づ
く
り
の
重
要
性
に
つ
い
て

解
説
し
た
。

●
実
技
１
・
２
・
３

　

日
本
武
道
協
議
会
発
行
の
『
中
学
校
武

道
必
修
化
指
導
書
』
や
少
林
寺
拳
法
連
盟

発
行
の
指
導
の
手
引
に
準
拠
し
た
指
導
法

が
紹
介
さ
れ
た
。

　

小お

井い

寿ひ
さ

史し

講
師
は
、
基
本
の
突
き
・
蹴

り
の
当
て
る
感
覚
を
養
う
た
め
の
教
具
を

使
っ
た
指
導
法
を
紹
介
し
た
。

　

高こ
う

坂さ
か

正ま
さ

治は
る

講
師
は
、
特
別
支
援
学
級
で

の
自
身
の
指
導
経
験
や
教
員
を
目
指
す
学

生
に
対
す
る
講
義
内
容
な
ど
を
紹
介
。
少

林
寺
拳
法
指
導
者
が
、
未
経
験
の
保
健
体

育
科
教
員
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
研
修

し
て
い
く
か
に
つ
い
て
実
技
を
交
え
て
解

説
し
た
。

●
講
義
討
議
２

　

班
ご
と
に
作
成
し
た
授
業
採
択
に
向
け

た
行
動
計
画
が
発
表
さ
れ
た
。中
に
は「
少

林
寺
拳
法
を
通
じ
て
、
ど
の
よ
う
に
社

会
に
貢
献
し
て
い
く
か
を
考
え
て
い
き
た

い
」
な
ど
、
授
業
か
ら
発
展
し
て
地
域
と

の
連
携
ま
で
見
据
え
た
意
見
も
あ
っ
た
。

●
閉
講
式

　

最
後
に
中
島
講
師
が
「
現
場
と
の
擦
り

合
わ
せ
を
行
い
、
採
択
に
向
け
た
推
進
活

動
が
重
要
に
な
り
ま
す
」
と
ま
と
め
を
述

べ
、
２
日
間
の
研
修
会
を
終
了
し
た
。

　

■
２
日
目
（
１
月
26
日
）

1月 25 日（土）
13:00 開講式

「本事業の目的について」
13:15 ［講義１］

①少林寺拳法授業の意義・目的
②現状と課題

14:30 ［特別講義１］
新学習指導要領解説と武道授業づくり

15:30 ［特別講義２］
新学習指導要領の模擬授業

16:35 ［講義討議１］
アクションプラン

18:00
18:50

［討議］支援体制の確立
終了

1月 26 日（日）
8:30 集合、更衣
8:45 調息法　～授業で活用～
9:00 ［実技１］基本動作の指導法

［実技２］授業の導入をつくる
［実技３］保健体育科教員／未経験者への
　　　　　指導法（研修の仕方）

11:20 ［講義討議２］
アクションプラン発表

12:30 閉講式

中学校武道授業推進 特別研修会　日程表

心ٕମ ਓをҭͯΔ૯߹ࢽ
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
  翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

マンガ・武道のすすめ
田代しんたろう 著漫画家・別府大学教授

　月刊「武道」誌上で好評連載中の「マンガ・武道のすすめ」を単行本化！

　柔道・剣道・弓道・相撲・空手道・合気道・少林寺拳法・なぎなた・

銃剣道・古武道の各先生方に毎回直接インタビュー取材し、武道の良さ、

すばらしさをおもしろく、わかりやすく、描いています。

　大人も子どもも読んで楽しく、ためになる武道教養マンガ。
（ Ｂ５判・236 頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

　大人も子どもも読んで楽しく、ためになる武道教養マンガ。
（ Ｂ５判・236 頁 ）



月刊「武道」は、全国の書店で販売しています。
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